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件 名 第 回 海道 ロ ン選手権開催等 伴う取材 報道 い  

日 時 成 日 土  ～  

場 所 旭川市農業センタ 愛称 花菜里ラン 旭川市神居町雨紛 7  

※雨 時 雨紛中学校体育館 旭川市神居町雨紛 380  

参加者 事前 参加申込 あ 大学等 計 団体 

内 容 ロ ン プログラ ング 計測 正確性を競う選手権 

屋外競技会場 牛型 び牛型以外 風船を設置し こ を空中

指定時間内 写真撮影し プログラ 牛型風船 認識を行い 牛

型風船数を正確 カウン 課題  

 

 選手権 酪農産業 留ま 広く農業支援 ICT を発展さ こ

を念頭 置 次産業 を目指し ロ ン 技術を 大地 積極

的 創意工 挑戦し 開発し う も そ 端緒 し

技術開発を行うも ここ 開発さ 技術 当然 選手権 問題

け く社会活動 社会教育 分野 も応用 も 海

道 広大 大地 融合し ハ ソフ 一体を目指し こ 競技会へ

多く 参加を期待し いま  

 

添付資料   無  

添付資料 第 2回 海道 ロ ン選手権チラ  

報道 取材 当

願い 

 

 

備  考  

 

 



主催／旭川ＩＣＴ協議会

問い合わ ／TEL(0166)68-2820 e-mail:h.miyagi@arc-net.or.jp

第2回 海道 ーン選手権

2018.9/22
場所
旭川市農業セン ー
愛称：花菜里 ン
旭川市神居 雨紛

本選手権 酪農産業 留 広く農業支援 ICT を発展 を念頭 置 6 次産業 を目指し

ーン 技術を 大地 積極的 創意工夫 挑戦し 開発し う も そ 端 し 技術開発
を行うも 開発 技術 当然 本選手権 問題 け く社会活動 社会教育 野 も応用

も 海道 広大 大地 融合し ハー ソ 体を目指し 競技会へ 多く 参加を
期待し い

共催 予定
日本機械学会 海道支部 精密工学会 海道支部 計測制御学会 海道支部 情報処理学会 海道支部
海道情報大学 海道科学大学 旭川工業高等専門学校

援 予定
旭川市 旭川市教育委員会 海道 川総合振興局 NHK 旭川放送局 海道新聞旭川支社 旭川機械金属
工業振興会 般社団法人セキュ ーン協議会

集え ーン技術者

http://www.a-ict2005.com/

土

Hokkaido Drone Championship

http://www.a-ict2005.com/


競技課題
屋外競技会場 牛型 び牛型以外 風船を設置し を空中 指定時間内 写真撮影し プ
ム 牛型風船 認識を行い 牛型風船数を正確 カウン 課題
※雨天時：雨紛中学校体育館 旭川市神居 雨紛380 を使用
屋内競技用 競技規則 選手権要項を 参照 い HP ウン ー し い

参加資格
特 し

競技規則
1. 牧場 仮想牧場 内 存在 複数 乳牛 模擬牛 を， ーンを飛行 測定
2. 屋外競技会場 乳牛 見立 複数 牛型 び牛型以外 風船を設置
3. 競技会場 地図 ー 寸法 開催要項 付録１ 示
4. ーン飛行 航路 事前 準備可能
5. 飛行 指定地点 発着し，指定地点 到着
6. 競技者 指定 場所 ーンを操作し 牧場 空 写真を撮影し そ 写真を元 牛型 び牛型
以外 風船を数え

7. 飛行を行う地域 牧場内 し 飛行制限時間を設定 制限時間12

8. 飛行高度 制限を設定 8.0ｍ
9. 牛型 び牛型以外 風船を撮影 場所 任意 位置 個数 事前 公開し い
10.牧場 観客席側 通路側 ネッ 設置 2辺 高 10m程度 樹木 覆わ ーン
牧場外 出 し う う 場合 備え い 競技中 ネッ 掛 場合 も 競技時間内 あ ば 回
収し指定地点 飛行を再開 出来 場合 場外 ペ 等 加え

11.撮影し 写真を実機 コン ュー ，外部PC， ウ 等をい も可能 し， 像処理 計数
び 各個体 位置を 結果を算出 そ 結果を制限時間内 審判員へ撮影 ー を添付し報告書
提出 撮影 ー 無線 送信 着陸 取 出 ※牧場内 WIFI等 ネッ 環境 準
備し い い 必要 場合 各自準備

12. 像処理 不可能 場合 目視 測定し 結果を制限時間内 審判員へ撮影 ー を添付し 報
告書 提出 撮影 ー 無線 送信 着陸 取 出

ス ム 様書
特徴的 部 を ポー し 事前 提出 様書 当日 公開

○ 様書 内容
記 項目 い 事前 公開

1. 事前 ポー
2. 像処理 方法
3. 自 航行 半自 航行
4. 飛行時間
5. 着陸位置 正確性
6. 結果提出時間
7. 結果 精度
8. 安全性 緊急時 動

＜参加申し込 ＞

申し込 締 日：2018.8.10 金

般財団法人 旭川産業創造プ

旭川市 丘東１条３ 目１番 号 旭川 ー セン ー内

電話:0166-68-2820 Fax:0166-68-2828 E-mail h.miyagi@arc-net.or.jp

※参加方法 い エン ー ー あ 般財団法人旭川産業創造プ

問い合わ い


